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 ルビーロマンは石川県農林総合研究センターが開発したブドウ品種であるが，その香味特性の詳細は解

明されていなかった。本研究では， 5つのブドウ品種（ルビーロマン，ピオーネ，巨峰，シャインマスカ

ット，デラウェア）について，官能評価と香味成分分析を行うことで，ルビーロマンの香味特性の解明を

試みた。官能評価を行った結果，ルビーロマンはピオーネと共に，フルーティーな香味特性を有していた。

香気成分分析を行った結果，ルビーロマンは ethyl  2-methylbutanoate， ethyl  butanoateなどのエステル類を多

く含んでいた。また， ethyl  2-methylbutanoateと ethyl  butanoateの含有量は閾値を超えており，フルーティー

な特徴を有することから，これらの成分はルビーロマンのフルーティーな特性に関与している可能性が示

唆された。  
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